
小学5年  算数 ── 解答と解説

1
（1） （2） （3）

21 22 23

2

26 27 28

3

33 34 35

4

36 37 38

5

39 40 41

6

42 43 44

7
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8

48 49

29 30 31

2524

（配点）各 5 点×30　計150点
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cm2 度

度
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点 点 人
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（1） （2） （3）

（1） （2） （3）

（4） （5） （6）
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円
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（1） （2） （3）

（1） （2） （3）

（2）（1）

 50

（3）

分速　　　　　　　　　　　m分速　　　　　　　　　　　m

14 70

910.2

75 56 60

35.82

2340 38 15

1600

165 1500

2400300 250

75

1＋5－5＋9 ○

（1＋1÷9）×9

72 27 5

400 2000

30

2450

36

（例）
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【解　説】

2（1）　（百
ひゃく

分
ぶん

率
りつ

）
3
4 ＝0.75＝75%

（2）　（三角形の面積）

三角形の面積は「底辺×高さ÷２」で求められるので、14×8÷2＝56（cm2）

（3）　（時計の角度）

２時ちょうどに、短針
しん

は「２」を指しているので、360÷12×2＝60（度）

（4）　（正多角形の内角の和）

180×（15－2）＝2340（度）

（5）　（速さ）

「速さ＝道のり÷時間」なので、　114÷3＝（時速）38（km）

（6）　（平均の速さ）

行きは60÷12＝5（時間）、帰りは60÷20＝3（時間）かかったので、

　60×2÷（5＋3）＝（時速）15（km）

（7）　（分配算）

A、B、Cの３人がもらう金額を線分図にすると

右のようになり、AはCの４倍です。

2800÷（4＋2＋1）×4＝1600（円）

3 　（速さ）

（1）　12000÷40＝（分速）300（m）

（2）　（12000－2000）÷40＝（分速）250（m）

（3）　B君が2000m進むのにかかる時間は、2000÷250＝8（分）

よって、300×8＝2400（ｍ）

4 　（水量の変化とグラフ）

（1）　40分間で高さ50cmまで水を注いだので、

　50×80×50＝200000（cm3）　→　200（L）

　200÷40＝5（L）

（2）　左側は水を注ぎはじめて６分間で高さ20cmに

なっているので、

　5000×6÷20＝1500（cm2）

（3）　ｘは水そう全体の水の高さが20cmまで水を注いだところなので、

50×80×20＝80000（cm3）　→　80（L）

80÷5＝16（分）

A

2800円B

C

50
（ｃｍ）

20

0 6 x 40（分）

算数─解答と解説



5 　（平均）

（1）　10人の得点の平
へい

均
きん

が7.2点なので、

　7.2×10＝72（点）

（2）　A、B、C、D の不正解の合計点は、

　（1＋2＋3＋4）×10－72＝28（点）

ここで、Aの正解者数が９人なので、不正解者数は１人。

よって、４問の不正解の合計点からAの分を引けばよいので、

B、C、Dの不正解の合計点は　28－1×1＝27（点）

（3）　BとDの正解者数が同じなので合わせて、2＋4＝6（点）と考えると、

（2）より、BD（6点）とC（3点）で27点を作るときの組み合わせは、

　① 6×1＋3×7＝27

　② 6×2＋3×5＝27

　③ 6×3＋3×3＝27

　④ 6×4＋3×1＝27

まず、不正解者数１人はAだけなので、①と④は不
ふ

適
てき

切
せつ

です。

次に、正解者数がもっとも少ないのがCなので、③は不適切です。

よって、②から、Cの正解者数は、　10－5＝5（人）

6 　（差集め算）

（1）　150円のリボンBを予定より２個
こ

多く買っているので、

　150×2＋100＝400（円）

（2）　リボンAとリボンBを同じ個数買ったときの金額の差が400円なので、

　400÷（200－150）＝8（個）

よって、持って行ったお金は、　200×（8＋2）＝2000（円）

（3）　予定していたリボンの長さは、50×10＝500（m）

リボンAとリボンBで500m以上にするとき、リボンAの個数で調べると、

＜リボンAが２個のとき＞　

　500－50×2＝400（m）　　400÷30＝13あまり10　→　14個

　200×2＋150×14＝2500（円）

＜リボンAが１個のとき＞

　500－50＝450（m）　　450÷30＝15（個）

　200×1＋150×15＝2450（円）

＜リボンAが０個のとき＞

　500÷30＝16あまり20　→　17個
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　150×17＝2550（円）

よって、もっとも少ない金額は2450円。

7 　（正多角形の角度と面積）

（1）　右の図のように角ｘ’に着目します。AGは正

十二角形の１つの内角を半分に分けます。

正十二角形の１つの内角の大きさは

180－360÷12＝150（度）です。

よって、角ｘ’＝150÷2＝75（度）です。

平行線の性質より、角ｘ＝角ｘ’です。

以上のことから、角ｘ＝75（度）です。

（2）　右図の四角形PDQJは平行四辺形で、対角線

PQとDJが直角に交わるので、ひし形である

ことがわかります。

辺JPと辺JQが等しいので、三角形JPQは角

JPQが75度の二等辺三角形です。

よって、角ｙは

　180－75×2＝30（度）

（3）　右図で角PJQと角JQIは平行線のさっ角で等

しく30度です。また、三角形QIJは正三角形

の半分になるので、辺QJの長さは辺IJの長

さの２倍になります。

辺IJは６cmなので、

　6×2＝12（cm）　…辺QJ

ここで、辺QJと辺PJは等しく12cm。

三角形JPQは辺PJを底辺をすると、高さは

辺IJの長さに等しくなります。

よって、三角形JPQの面積は、

　12×6÷2＝36（cm2）
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8 　（計算）

（1）　ならび順を変えない場合の例

　1＋5－5＋9　　1×5÷5＋9　　　1÷5×5＋9　　　1＋5÷5×9

ならび順を変える場合の例

　9×1＋5÷5　　（9＋1）×5÷5　　（9＋1）÷5×5

（2）　最後の「９」に注目すると、5、0、5の３つで１を作ることができれば「○」となることがわ

かります。

ならび順を変えずに、　（5＋0）÷5＋9＝10　　（5－0）÷5＋9＝10

とできます。

（3）　４番目の９を最後に計算して10を作るとすると、□＋9＝10、□－9＝10、□×9＝10、

□÷9＝10の４通りの式が考えられるので、1、1、9の３つの数字で１か19か 10
9 か90

が作れればよいことになります。

1、1、9の３つで1、19、90を作ることはできませんが、 10
9 は1＋1÷9＝ 10

9 と作るこ

とができます。

よって、（1＋1÷9）×9＝10とできます。

ちなみに、この４つの数字では、これ以外の式で10を作ることはできません。
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小学５年  社会 ── 解答と解説

1
問２問１

2221 23 24

問８問５ 問６ 問７

28（完答）25 26 27

2

3

35 3736

問１

38 39

問２

4140 42 43 44 45

問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８

（配点）
　  問２　４点

上記以外　各２点　計100点

4

問１ 問２ 問３ 問４

5046 47 48 49

（台地）

（製鉄所） （市）

（駅） （が多いから。）

問10 問11問９

3129 30

問13問12

3432 33

（1） （2）

a b c

d e

問４問３

（市）

（川）

問５ 問６ 問７ 問８

51 52 53 54

（と）

（と）

問９ 問10 問11

（完答）55 56 57

（1） （2）

4

6261 63 64 65 66

問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９

問３

（山脈）

問11 問12問10

67 68 69

問１ 問２

59

58 60

ため。

シラス

カ ウエ

クリーク ウ

イ エ 促成（そくせい） 天橋立（あまのはしだて）

八幡（やはた） 水俣（みなまた）

エ イ

イ

松山 松江

イイア ア エア

エ

博多（はかた） エ 離島（りとう）

淀（よど） エ ウ ア エ

ア

ウイウイ

イ四日市 ア

雪 を 屋 根 か ら 落 と

し や す く す る

イアイ

赤石ア

ウ エ

ウ

エ

2
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【解　説】

1　九州地方に関する問題
問１　シラス台地は、水持ちが悪く水が地
中にしみこみやすいことから、灌

かん

漑
がい

施
し

設
せつ

を設
もう

けるなどしない限
かぎ

り稲
いな

作
さく

にはあまり

適
てき

しませんが、さつまいもの栽
さい

培
ばい

には適

した環
かん

境
きょう

となっています。雨などで水分

を多く含
ふく

むと崩
くず

れやすくなります。

問２　クリークは低
てい

湿
しつ

な平野の耕
こう

地
ち

の周囲

に設けられた灌漑・排
はい

水
すい

のための水路で、

かつては舟
しゅう

運
うん

にも盛
さか

んに利用されまし

た。現
げん

在
ざい

でも一部が観光用に使用されて

います。

問３　球
く

磨
ま

川は最上川、富
ふ

士
じ

川とともに日

本三大急流の１つとなっています。球磨

川は熊
くま

本
もと

県のみを流れています。

問４　種子島は鹿
か

児
ご

島
しま

県に属
ぞく

していて、島

内には宇
う

宙
ちゅう

航空研究開発機
き

構
こう

（JAXA）

のロケット発
はっ

射
しゃ

基
き

地
ち

があります。石
いし

垣
がき

島

は沖
おき

縄
なわ

県、屋
や

久
く

島と奄
あま

美
み

大島は鹿児島県

に属しています。

問５　沖縄島は島のため川の長さが短く、
降
ふ

った雨はすぐに海に流出してしまい貯

水することが難
むずか

しくなっています。また

石
せっ

灰
かい

岩
がん

が基
き

盤
ばん

となっている地
ち

域
いき

も広がっ

ていて水を通しやすいため、断
だん

水
すい

や給水

制
せい

限
げん

に備
そな

えて給水タンクを設
せっ

置
ち

する家庭

が多くなっています。

問６　いぐさは畳
たたみ

表
おもて

をつくるために使われ

る工芸作物です。熊本県は全国のいぐさ

の約98％を生産していて、その中心が

八代平野です。いぐさは米の裏
うら

作
さく

として

11月頃
ごろ

水田に植え付け、６月頃に刈
か

り

取
と

ります。

問７　宮
みや

崎
ざき

平野は暖
だん

流
りゅう

の日本海流の影
えい

響
きょう

を

受け冬でも比
ひ

較
かく

的
てき

温
おん

暖
だん

なため、ビニルハ

ウスでのきゅうりやピーマンの促
そく

成
せい

栽培

が盛
さか

んになっています。促成栽培は収
しゅう

穫
かく

の時期を早め野菜の少ない冬場に出荷す

るので、競争相手が少なく高い値
ね

段
だん

で売

れることになります。

問８　日本の畜
ちく

産
さん

業
ぎょう

は安い外国産との競争

が厳
きび

しく、畜産農家は減少してきていま

す。鹿児島県と宮崎県は畜産業が盛んで、

豚
ぶた

の飼
し

養
よう

頭数が都道府県別で第１位と第

２位、肉用牛の飼養頭数が第２位と第３

位、肉
にく

用
よう

若
わか

鶏
どり

の飼養羽数が第２位と第１

位となっています。食肉の消費量は食の

欧米化が進んでいることもあり、増加傾

向にあります。

問９　長崎県は大
たい

陸
りく

棚
だな

が発達しているため

好漁場となっている東シナ海に面してい

て、あじ類、ぶり類、たい類の他、さば

類やいわし類の漁
ぎょ

獲
かく

量
りょう

も多くなっていま

す。長崎県内で水
みず

揚
あ

げ量が比較的多い漁

港として、松浦港・長崎港・佐
さ

世
せ

保
ぼ

港な

どがあります。焼
やい

津
づ

港は静岡県、境
さかい

港は

鳥取県、気
け

仙
せん

沼
ぬま

港は宮城県にあります。

問10　八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

は筑
ちく

豊
ほう

炭
たん

田
でん

が近くにあ

り石炭が得やすかったこと、当時の鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

の輸
ゆ

入
にゅう

先
さき

の中国に比較的近かったこ

と、港
こう

湾
わん

に適した洞
どう

海
かい

湾があったことな

どから1901年に操業を開始しました。

北九州工業地帯はそれ以
い

降
こう

八幡製鉄所を

中心に発達していきました。北九州工業

地帯は、東京や大
おお

阪
さか

市といった大消費地

から遠いこともあり、近年は工業生
せい

産
さん

額
がく

が伸
の

び悩
なや

んでいます。

問11　熊本県南西部にある水俣市では、
化学工場からの排水中の有機水銀によ

り、手足のしびれや言語障
しょう

害
がい

などの症
しょう

状
じょう

が出る水俣病が発生しました。

社会─解答と解説



問12　山陽新
しん

幹
かん

線
せん

は新大阪駅と博多駅を、

九州新幹線は博多駅と鹿児島中央駅を結

んでいます。両方の新幹線を直通する列

車も多数設定されています。博多駅は福
ふく

岡
おか

市博多区にあります。

問13（１）沖縄県には西
いり

表
おもて

石
いし

垣
がき

国立公園

の他に、やんばる国立公園、慶
け

良
ら

間
ま

諸
しょ

島
とう

国立公園があります。西海国立公園は長

崎県、霧
きり

島
しま

錦
きん

江
こう

湾
わん

国立公園は鹿児島県、

雲
うん

仙
ぜん

天
あま

草
くさ

国立公園は長崎県と熊本県にそ

れぞれあります。国立公園は全国に33

あり、環境大臣が指定し国が直
ちょく

接
せつ

管理し

ています。

　（２）沖縄県には那
な

覇
は

、久
く

米
め

島
じま

、宮古、

多
た

良
ら

間
ま

、新石垣、与
よ

那
な

国
ぐに

、南大東、北大

東の８つの定期便が就
しゅう

航
こう

している空港が

あります。これは離
り

島
とう

が多く、航
こう

空
くう

輸
ゆ

送
そう

に対する需
じゅ

要
よう

があるためです。都道府県

別に見てみると、最も多い都道府県が北

海道で12空港あります。以下沖縄県と

鹿児島県の８空港、東京都の７空港、長

崎県の４空港と続きます。

2　中国四国地方に関する問題
　まず最初にａ～ｃの県を確

かく

定
てい

します。中

国四国地方で世界遺
い

産
さん

があるのは広島県と

島根県、山口県です。輸
ゆ

送
そう

用
よう

機械器具の製
せい

造
ぞう

品
ひん

出
しゅっ

荷
か

額
がく

が多いことからａは広島県とな

ります。原子力発電所は島根県と愛
え

媛
ひめ

県だ

けにありますので、ｂは愛媛県、県名と県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

が同名な県は、表の高知県、岡
おか

山
やま

県以外では広島県、山口県、鳥取県、徳
とく

島
しま

県の４県で、人口が少ないこと、輸送用機

械器具の製造品出荷額が少ないことなどか

らｃは鳥取県となります。

問１　アは山口県、イは島根県、ウは鳥取

県、エは広島県、オは岡山県、カは愛媛

県、キは香
か

川
がわ

県、クは高知県、ケは徳島

県です。

問２　愛媛県の県庁所在地の松山市は、
2015年10月の人口が約51万５千人の四

国地方最大の都市、島根県の県庁所在地

の松江市は同じ時期で人口約20万６千

人の都市です。松山市、松江市ともに江

戸時代の城下町から発達した都市です。

問３　高知県の都道府県別野菜の生産量
は、きゅうりが全国で第６位、ねぎが全

国で第28位、ピーマンが全国で第３位

です。

問４　アはみかん、イはりんご、ウは日本
なし、エはももです。

問５　愛媛県今治市は良
りょう

質
しつ

な水に恵
めぐ

まれて

いることなどから、国内最大規
き

模
ぼ

のタオ

ル生産地なっています。愛媛県の2014

年のタオル生産量は、全国の約54％を

占
し

めています。

問６　イの姫
ひめ

路
じ

城
じょう

は兵庫県にあります。ア

の松
しょう

下
か

村
そん

塾
じゅく

は山口県、ウの原
げん

爆
ばく

ドームと

エの厳
いつく

島
しま

神
じん

社
じゃ

は広島県にあります。

問７　アは原子力、イはLNG、ウは石炭、
エは水力です。2011年の東日本大

だい

震
しん

災
さい

をきっかけに電力量が減少したことから

読み取れます。

問８　ほたて貝は一
いっ

般
ぱん

に20℃未満の水温

を好むため、青森県の陸
む

奥
つ

湾や北海道の

サロマ湖、内浦湾などで多く養
よう

殖
しょく

されて

います。

3　近
きん

畿
き

地方に関する問題
問１　淀川は琵

び

琶
わ

湖
こ

を水
すい

源
げん

としていて、大

阪平野を流れ大阪湾に注ぐ、全長約

75kmの川です。
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問２　アは京
けい

浜
ひん

工業地帯、イは中京工業地

帯、ウは京葉工業地
ち

域
いき

、エは阪
はん

神
しん

工業地

帯です。阪神工業地帯は金
きん

属
ぞく

工業の割
わり

合
あい

が高くなっています。

問３（１）津
つ

山
やま

盆
ぼん

地
ち

は岡山県、福知山盆地

は京都府、三
み

次
よし

盆地は広島県にあります。

　（２）名神高速道路は愛知県小牧市から

岐
ぎ

阜
ふ

県、滋
し

賀
が

県、京都府、大阪府を通っ

て兵庫県西
にしの

宮
みや

市の間を結んでいる高速道

路です。伊
い

勢
せ

自動車道は三重県の津
つ

市と

伊勢市の間を、東名高速道路は東京と愛

知県小牧市の間を、上
じょう

信
しん

越
えつ

道
どう

は群馬県藤
ふじ

岡
おか

市と新
にい

潟
がた

県上
じょう

越
えつ

市の間を結んでいま

す。

問４　志
し

摩
ま

半島は三重県東部にある半島

で、リアス海岸となっている英
あ

虞
ご

湾など

は比較的波が静かなため、明治時代より

真
しん

珠
じゅ

の養殖が行われています。渥
あつ

美
み

半島

と知多半島は愛知県、伊
い

豆
ず

半島は静
しず

岡
おか

県

にあります。

問５　三重県四日市市では、1960 ～ 70年
代に石油化学コンビナートの煙

けむり

に含まれ

る二
に

酸
さん

化
か

硫
い

黄
おう

などにより、ぜんそくの被
ひ

害
がい

が多く発生しました。

問６　京都市内は平安京時代以来、碁
ご

盤
ばん

目
め

状
じょう

の街路になっています。これは平
へい

城
じょう

京
きょう

、平安京のモデルとなった唐
とう

の都の長

安にならったものです。ア・エも計画的

につくられた都市の街路です。ウは迷
めい

路
ろ

状
じょう

の街路で、中近東の国に多く見られま

す。

問７　アの祇園祭りは平安時代に始まっ
た、八坂神社（祇

ぎ

園
おん

社
しゃ

）の祭りで、山
やま

鉾
ぼこ

巡
じゅん

行
ぎょう

で有名です。イは長崎市などで行わ

れるくんち、ウは徳島市などで行われる

阿
あ

波
わ

踊
おど

り、エは沖縄県で行われるエイサ

ーです。

問８　天
あまの

橋
はし

立
だて

は京都府の宮津湾にある砂
さ

州
す

で、安芸（広島）の宮島、仙
せん

台
だい

の松島と

ともに日本三景の１つとなっています。

問９　吉
よし

野
の

すぎは紀ノ川を、尾
お

鷲
わせ

ひのきは

主に熊
くま

野
の

川を利用してそれぞれ河
か

口
こう

の和

歌山市、新宮市まで運
うん

搬
ぱん

して加工してい

ました。近年ではトラックなどを利用し

ています。天
てん

竜
りゅう

すぎは静岡県内、木
き

曽
そ

ひ

のきは長野県内にあります。

問10　和歌山県の2014年のうめの生産は、
全国の約64％を占めて第１位となって

います。ももは第４位、くりは第40位、

びわが第６位です。

問11　ウの潮
しおの

岬
みさき

は、北
ほく

緯
い

約33度にある本

州最
さい

南
なん

端
たん

の岬です。年間に約2500mmの

降
こう

水
すい

量
りょう

があり、梅雨と台風の影響を受け

る６月と９月が多くなっていて、太平洋

側の気候の特色を示します。アは瀬
せ

戸
と

内
うち

の気候の特色を示
しめ

す高松市、イは日本海

側の気候の特色を示す上越市高田、エは

中央高地の気候の特色を示す松本市の雨

温図です。

4　中部地方に関する問題
　まず最初に地図１～５の県を確定しま

す。地図１は岐阜県、地図２は富
と

山
やま

県、地

図３は山
やま

梨
なし

県、地図４は愛知県、地図５は

静岡県です。

問１　美
み

濃
の

市など岐阜県で生産されている

伝
でん

統
とう

的
てき

工芸品の和紙は、奈
な

良
ら

時代以来の

長い歴史を持っています。

問２　岐阜県白
しら

川
かわ

郷
ごう

周辺は豪
ごう

雪
せつ

地帯で、雪

下ろしの作業を軽
けい

減
げん

するためなどの目的

で屋根が急
きゅう

傾
けい

斜
しゃ

になっています。また屋

根が急傾斜のため屋
や

根
ね

裏
うら

に空間を確
かく

保
ほ

す
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ることができ、養
よう

蚕
さん

などもその空間を利

用して行われていました。

問３　富山県神
じん

通
づう

川下
か

流
りゅう

域
いき

で発生した、カ

ドミウムにより引き起こされた病気をイ

タイイタイ病といいます。カドミウムは

亜
あ

鉛
えん

の生産にともなって生成される物
ぶっ

質
しつ

で、メッキや合金などに使用されていま

す。

問４　アは黒部市、イは富山市、ウは氷
ひ

見
み

市、エは南
なん

砺
と

市です。

問５　アは山梨県、イは鹿児島県、ウは高
知県、エは富山県です。山梨県はももや

ぶどうなど果実の生産量が多いことか

ら、その他の割合が多くなっています。

問６　富士山は静岡県と山梨県の県境にあ
り、８合目以上は浅間神社の私

し

有
ゆう

地
ち

とな

っています。アは雲取岳
だけ

、ウは農
のう

鳥
とり

岳、

エは駒
こま

ヶ
が

岳
たけ

です。

問７　愛知県内に世界遺産登録地はありま
せん。アは中部国

こく

際
さい

空港のこと、イは渥
あつ

美
み

半島のことです。愛知県の2014年の

製造品出荷額は、第２位の神
か

奈
な

川
がわ

県の約

2.5倍あります。

問８　ｄの豊
とよ

川
がわ

用水は天竜川水系から取水

して豊
とよ

橋
はし

平野や渥美半島の、ｅの明治用

水は矢作川から取水して安
あん

城
じょう

平野の、ｆ

の愛知用水は木曽川から取水して知多半

島や日
ひ

間
ま

賀
か

島などの農業、工業、都市用

水として利用されています。

問９　愛知県内には豊
とよ

田
た

市や岡
おか

崎
ざき

市など、

自動車工業が発達している都市がありま

す。そのため2014年の愛知県の製造品

出荷額約43兆9899億円のうち、輸送用

機械生産が約53.5％を占
し

めています。豊

田市や岡崎市で海外向けに生産された自

動車は、名古屋港や三
み

河
かわ

港から輸
ゆ

出
しゅつ

され

ているため、名古屋港の輸出品の多くを

自動車関連の品目が占めています。アは

成田国際空港、イは千葉港、ウは東京港

です。

問10　静岡県の東海工業地域は、第二次
世界大戦後機械工業を中心に急速に発

はっ

展
てん

しました。製造品は清水港などから輸出

されています。イは瀬戸内工業地域、ウ

は北陸工業地域、エは阪神工業地帯のこ

とです。

問11　赤石山脈は南アルプスとも呼ばれ
ます。日本第２位の高

こう

峰
ほう

北岳など3000m

級の山々が連なっています。

問12　静岡県焼
やい

津
づ

港の水揚げ量は銚子港

に次ぐ第２位、輸送用機械器具の出荷額

は愛知県に次ぐ第２位、政
せい

令
れい

指定都市は

静岡市と浜
はま

松
まつ

市の２市、県内の国立公園

は富士箱根伊豆国立公園と南アルプス国

立公園の２つです。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点
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小学5年  理科  ── 解答と解説

1

2

（5） （6） （7）

31 32 33

4
（1） （2） （3） （4）

34 （完答）35 36 37

個

（1）

21

2625 27 28 29 30

（3） （4）

Ａ Ｂ C A Ｂ C

5251 53 54

（5）

① ② ③ ④

5655 57 58

（6）

① ② ③ ④

6059 61

（1）

① ② ③

3938 40

（5）

①

A

②

B

③

2322 24

（2）

Ａ ＣＢ

3
（2）（1）

45 46 47

A B

（4）（3）

48 49 50

（3）（2）

62 63 64

□1　各2点×13＝26点
□2　（5）各2点×3＝6点
　　他各3点×8＝24点
□3　（6）各1点×4＝4点
　　他各2点×10＝20点
□4　（6）4点
　　他各2点×8＝16点

計100点

（配点）

（6） （7） （8） （9）

41 42 43 44

g mL ％

C D

（5）（4）

65 66

67

（6）

地球も

ため、

2 イ オ

ア

イ 2.4 1000 78

イ イ・ウ ウ ウ

エ イ 受ふん

イ オ 子房
しぼう

Y イ ア

イ ウ

イ エ イ イ ウ ア A × Ａ Ｂ

ウ イ イ ア

× × ○

× ○ ○

ウ オ ア

　 　 　 太 陽 の ま わ り を

公 転 し て い る
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【解　説】

1　星座・星の動きについての問題

（1）太陽のように、自分から光を出してか

がやいている天体を恒
こう

星
せい

といいます。ま

た、地球のように恒星のまわりを公転し

ている天体を惑
わく

星
せい

、さらに、月のように

惑星のまわりを公転している天体を衛
えい

星
せい

といいます。図１のような星座を作る１

つ１つの星は、どれも地球からはるか遠

くにありますが、自分から光を出してか

がやいている点で太陽と共通しているこ

とから、恒星のなかまにあてはまる天体

であるといえます。

（2）図１の３つの星座はいずれも南の空

に見ることができ、Ａの鳥がつばさを大

きく広げたような形をした星座がはくち

ょう座、Ｂの砂時計に似た形をした星座

はオリオン座、Ｃのアルファベットの

『Ｓ』のような形をした星座はさそり座で

す。

（3）Ａのはくちょう座とＣのさそり座は

日本の夏に見られる代表的な星座で、夏

至の日となる６月下旬から７月にかけて

真夜中０時ごろ南中して見えます。一方、

Ｂのオリオン座は冬に見られる代表的な

星座で、冬至の日となる12月20日ごろ

真夜中０時ごろに南中して見られます。

（4）Ａのはくちょう座はだいぶ北に寄っ

た東の空からのぼり頭上に近いところを

通ります。Ｂのオリオン座の中央に３つ

ならんだ３つの星の通り道は、春分の日

や秋分の日に太陽が通る道すじに近いこ

とが特ちょうです。Ｃのさそり座は、地

平線に近い南の低い空で南中します。

（5）星の色がちがって見えるのはその恒

星の表面温度が異なるからで、オリオン

座の左上に見られる１等星ベテルギウス

やさそり座の１等星アンタレスなどのよ

うに、表面温度が3000℃〜4000℃の恒

星は赤色に見られます。一方、オリオン

座の右下に見られる１等星リゲルなどの

ように11000℃〜12000℃の恒星は青白

色に見えます。

（6）星の明るさはもともと、夜空にかがや

く恒星の中で最も明るいものを１等星、

肉眼で見られるぎりぎりの明るさのもの

を６等星とし、１等星は６等星の100倍

の明るさとしています。１等級ごとの明

るさのちがいは約2.5倍となるため、１

等星は２等星の2.5倍明るい星であると

いえるので、答えは『イ』になります。

（7）１等級の明るさのちがいは約2.5倍な

ので、５等星は６等星の約2.5倍の明る

さであり、その５等星を□倍明るくした

ものが１等星であると考えると、2.5×

□＝100という式が成り立ちます。した

がって、１等星は５等星の、100÷2.5＝

40（倍）ほど明るいことになるので、答

えは『オ』になります。

2　酸素と二酸化炭素についての問題

（1）三角フラスコ内に液体を注ぎ入れる

ためのコック付きろうとの管は、液がと

びはねることのないように長くします。

一方、発生した気体を外に出すための管

が三角フラスコ内にたまった液体に届い

てしまうと、高くなったフラスコ内の圧

力によって液体が外に押し出されてしま

理科─解答と解説



います。このことから、気体を外に出す

ための管は短くしなければなりません。

（2）過酸化水素水（オキシドール）を分解

すると酸素が発生します。このとき、二

酸化炭素マンガンや生のジャガイモ、生

のレバーなどを加えると過酸化水素水の

分解が助けられて、酸素の発生する速さ

が速くなります。

（3）二酸化マンガンや生のジャガイモは、

過酸化水素が分解される速さを速くする

はたらき（このようなはたらきのある物

質を触
しょく

媒
ばい

といいます。）しかないため、加

える量を変えても発生する酸素の量には

変わりがありません。

（4）酸素は水にとけにくい性質があるの

で、ウのような水上置換（法）で集めると、

まわりの空気をまざり合うことなく純す

いな酸素が集められます。また、集気び

んの中の水のへりぐあいを見ることによ

って、集められた気体の大まかな体積が

わかるという長所もあります。

（5）空気にふくまれる気体は、ちっ素が最

も多くて約78％ふくまれており、次に

多いのが酸素で約21％ふくまれていま

す。酸素は、同じ体積の空気とくらべて

およそ1.1倍の重さがあります。また、

酸素はものが燃えるのを助けるはたらき

があるため、酸素だけが入ったびんの中

にせんこうの小さな火を入れると、大き

な炎をあげて燃えるようになります。

（6）炭酸カルシウムと塩酸が反応すると

二酸化炭素が発生します。ある濃さのう

すい塩酸25mLに加える炭酸カルシウム

を１g・２g…と１gずつ増やしていくと、

発生する二酸化炭素の量も250mL・

500mL…と250mLずつ規則正しく増え

ていくことが結果の表でわかります。し

かし、途中からは発生する二酸化炭素の

量が600mLのまま増えなくなっている

ことから、横軸を加えた炭酸カルシウム

の量、たて軸を発生した二酸化炭素の量

にして書いたグラフは『イ』のような形に

なります。

（7）表の結果により、うすい塩酸25mLに

加える炭酸カルシウムをどんなに増やし

ても、発生する二酸化炭素の量が600mL

よりも増えなくなっていることから、こ

の実験で用いたうすい塩酸25mLとちょ

うど反応する炭酸カルシウムの量は、1

× 600
250 ＝2.4（g）とわかります。

（8）（7）より、この実験で用いたうすい塩

酸25mLに2.4gの炭酸カルシウムを加え

たときに、どちらもあまることなく完全

に反応して600mLの二酸化炭素が発生

したことから、25mLの４倍の量となる

うすい塩酸100mLに、2.4gの 5
3 倍の量

となる４gの炭酸カルシウムを加えたと

きは、発生する二酸化炭素の量は 5
3

倍になって、600× 5
3 ＝1000（mL）に

なります。

（9）十分な量のうすい塩酸を加えて炭酸

カルシウムを完全に反応させたときに

1950mLの二酸化炭素が発生したことか

ら、石灰石10gに含まれていた炭酸カル

シウムは、2.4× 1950
600 ＝7.8（g）であっ

たとわかります。したがって、その割合

を求めると、7.8÷10×100＝78（％）に

なります。
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3　花と実についての問題

（1）Ａのようにきれいな色をした花びら

は無く、えいとよばれる短い毛が生えた

からのようなものでつつまれているのは

イネの花です。一方、細長い『舌』のよう

な形の花びらを持ち、この図のような小

さな花がたくさん集まってひとかたまり

に咲くＢがタンポポの１つの花です。

（2）おしべの先にある『やく』とよばれる

部分でつくられた花粉は、風にとばされ

たり、虫の体について運ばれたりして、

めしべの先の柱頭とよばれる場所につき

ます。これを受
じゅ

粉
ふん

とよんでいます。

（3）受粉した花粉は、花粉管とよばれる管

をのばしてめしべの中を進み、めしべの

つけ根付近にある胚珠（はいしゅ）にまで

到
とう

達
たつ

します。そこで受精が行われると、

次の世代の子孫となる種子がつくられて

いきます。この部分は、Ａのイネの花で

は『イ』に、Ｂのタンポポの花では『オ』に

あたります。

（4）めしべのつけ根付近にあるふくらみ

を子
し

房
ぼう

といい、やがて種子になる胚珠も

この子房の中にあります。多くの花では、

種子がつくられると同時に子房がどんど

んふくらんでいき、やがて実ができます。

（5）①　イネは発芽のときに子葉が１枚

しか出ないことから単子葉類とよばれて

います。一方、タンポポは２枚の子葉が

出るので双子葉類とよばれています。　

　　②　ヘチマやツルレイシ、トウモロコ

シといった植物は、おしべのないめ花と

めしべのなお花といった２種類の花を咲

かせます。

　　③　ほとんどの花では、１つの花の中

にある花粉がめしべに受粉（これを自家

受粉といいます）しても種子ができませ

んが、イネやアサガオは自家受粉しても

種子ができます。

　　④　タンポポの花粉は虫の体について

別のタンポポの花にまで運ばれていき、

そこで受粉します。（このような花を虫

ばい花といいます。）一方、イネの花粉は

風に飛ばされてめしべの柱頭まで運ばれ

ます。（このような花を風ばい花といい

ます）

（6）私たちが食べているサツマイモは、葉

が光合成をしてつくったでんぷんを根に

運び、そこにたくわえたものです。一方

ジャガイモは、地下にのびるくき（これ

を地下けいといいます）の先にたくわえ

られたでんぷんのかたまりです。ハスは

大きな葉だけを水面上に広げ、根とくき

は水の中にあります。そのうち、いくつ

もの節でつながった太いくきの部分をれ

んこんとして食べています。タマネギは

何枚もの葉が丸く重なった部分を食べて

います。

4　月の満ち欠けについての問題

（1）月の表面には地球とちがって大気（空

気）がありません。このため、月面に立

って昼に空を見ても青空にはならず、夜

と同じような黒い空となります。また、

月の大きさは地球の 1
4 ほどで、月面

での重力は地球の 1
6 ほどになってい

ます。そして、大気のない月面に向かっ

ていん石が落下するときには、燃えつき
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ることなく月面にまで達するために大き

なクレーターがたくさんできます。

（2）月が公転するようすを、地球の北極が

上になるような向きから見ると、月は地

球のまわりを反時計回りの円をえがくよ

うに回っています。

（3）月が地球のまわりを公転すると、地球

から見た月面の明るい部分の形が変化し

て、月の満ち欠けが起こります。月がＤ

の位置にあると、日本から見える月面の

すべてに太陽光線があたっているので、

アのような満月が見られます。同様に月

がＣの位置にあると、日本から見える月

面の左側半分だけに太陽光線があたって

いるので、イのような半月（これを下げ

んの月とよんでいます）が見られます。

（4）図２のような月は、下げんの月が見え

てから新月（見えない月）になるまでの間

で見られます。したがって、日本から図

２のような形の月が見られるのは、日本

から下げんの月が見られるＣの位置と新

月となるＢの位置の間に月があるときだ

とわかります。

（5）図１の中で月がＤの位置にあって満

月が南中して見えるのは、地球が自転し

て太陽光線に当たる方向とはちょうど反

対の位置にきたときに観察したときで

す。したがって、満月は真夜中の０時ご

ろに南中して見えると考えられます。

（6）月は27.3日で地球のまわりを１周公転

しますが、その間に地球も太陽のまわり

を27.3度ほど公転してしまうため、それ

に月が追いついて再び太陽・地球・月の

位置関係が同じになるまでには2.2日ほ

どかかるため、同じ形の月が見られるよ

うになるまでには29.5日かかることにな

ります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがってい
ない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章表現の不備がある場合
��…－１点

4（6）
・�『太陽』ということばが入ってい
ない場合…不正解

Ａ

BD

C

太
陽
の
光

北極地球
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【
解
　
説
】

　

�　

原は
ら

田だ

宗む
ね

典の
り

の
「
秘ひ

密み
つ

」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

問
一　
「
口
は
ば
っ
た
い
」
は
ほ
ん
ら
い
は
、
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
い
う

意
味
で
す
が
、
こ
の
文
章
で
は
、
だ
か
ら
、
気
が
ひ
け
て
な
か
な
か
こ

と
ば
に
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

問
二　
「
道
草
を
く
う
」
と
い
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
馬
が
み
ち
ば
た
の

草
を
食
べ
て
、
よ
け
い
な
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
横

道
に
そ
れ
て
、
手
間
取
る
こ
と
を
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
三　

直
後
に
「
ま
だ
人
々
が
恥は
じ

を
知
っ
て
い
た
頃こ
ろ

に
は
…
…
」
と
書
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
、
人
々
が
「
恥
」
を
知
ら
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
文
中
に
は
、「
自
分
の
母

親
の
秘
密
が
、こ
ん
な
ふ
う
に
晒さ
ら

し
も
の
」
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

大
変
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
秘
密
」
が

「
晒
し
も
の
」
に
な
る
こ
と
を
、「
恥
」
と
感
じ
る
心
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。「
恥
」
を
知
る
心
が
あ
れ
ば
、「
秘
密
」
を
買
い
も
ど

そ
う
と
す
る
心
が
生
ま
れ
ま
す
の
で
、「
秘
密
」
に
は
質
草
と
し
て
の

価か

値ち

が
あ
っ
た
の
で
、
秘
密
屋
も
成
り
立
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

問
四　

本
文
に
「
大
人
し
か
知
ら
な
い
秘
密
を
こ
っ
そ
り
垣か

い

間ま

見
る
よ
う

な
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
売
り
に
出
さ
れ
て
し
ま
っ

た
秘
密
は
、
み
な
、
大
人
の
も
の
な
の
で
す
。
大
人
は
秘
密
を
か
か
え

た
り
、
そ
れ
を
売
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
―
。
そ
ん
な
大
人

の
大
変
さ
を
想
像
し
て
い
る
の
で
す
。

問
五　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
リ
ル
」「
ど
き
ど
き
す
る
感
じ
が
堪た
ま

ら
な
く

好
き
だ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
が
、
秘
密
を
売
り
に

出
さ
れ
た
人
の
名
前
や
値ね

段だ
ん

を
見
て
「
ス
リ
ル
」
や
「
ど
き
ど
き
す
る

感
じ
」
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
ぜ
「
ど
き
ど

き
す
る
」
の
か
は
、
目
の
前
に
「
大
人
し
か
知
ら
な
い
秘
密
」
が
な
ら

べ
ら
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
い
ま
は
「
名
前
と
秘
密

の
値
段
」
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
も
し
、
秘
密
の
中
身
ま

で
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
も
「
大
人
し
か
知
ら
な
い
」
世
界
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

問
六　
「
母
親
に
も
言
え
な
い
」
の
は
、
自
分
が
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
し

て
い
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
本
文
の
終
わ
り
に
「
読

ん
で
み
た
く
て
…
…
そ
う
い
う
自
分
の
卑い
や

し
さ
を
押お

し
殺
し
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
秘
密
を
晒
さ
れ
る
の
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す

が
、
人
の
秘
密
を
知
り
た
が
る
の
は
卑
し
い
こ
と
な
の
で
す
。
自
分
が

卑
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う
思
い
が
「
ス
リ
ル
」
や
「
ど
き
ど
き

す
る
感
じ
」
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

問
七　

当
時
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
「
秘
密
」
を
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は

恥
ず
か
し
く
て
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、
秘
密
を
売

る
よ
う
な
人
間
は
「
恥
」
を
知
ら
な
い
人
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
母
親
が
自
分
の
「
秘
密
」
を
売
り
に
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
の
母
親
が
恥
知
ら
ず
な
人
間
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
恥
ず

か
し
い
や
ら
悲
し
い
や
ら
」
と
い
う
の
は
、
自
分
の
母
親
が
恥
知
ら
ず

な
人
間
だ
と
世
間
に
知
ら
れ
る
の
が
、
恥
ず
か
し
く
、
悲
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
の
私
に
は
、
母
親
の
つ
ら
い
立
場
を
思
う
気
持

1
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ち
よ
り
も
、「
恥
知
ら
ず
」
と
非ひ

難な
ん

し
た
い
気
持
ち
の
方
が
強
か
っ
た

の
で
す
。

問
八　

じ
っ
さ
い
に
私
が
秘
密
屋
に
何
を
し
に
行
っ
た
の
か
を
考
え
ま
す
。

母
親
の
秘
密
を
買
い
に
い
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た

だ
、
お
金
の
な
い
私
が
母
親
の
秘
密
を
買
う
た
め
に
は
、
自
分
の
秘
密

を
売
っ
て
、
お
金
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
分

の
秘
密
を
売
る
と
い
う
こ
と
と
、
母
親
の
秘
密
を
買
う
と
い
う
こ
と
の

二
つ
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
正
解
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
九　

そ
の
と
き
私わ
た
し

は
「
涙な
み
だ

ぐ
ん
」
だ
り
「
嗚お

咽え
つ

を
も
ら
し
そ
う
に
」
な

っ
た
り
し
ま
す
。
秘
密
を
持
つ
と
い
う
こ
と
の
つ
ら
さ
が
理
解
で
き
た

か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
た
ん
に
人
の
秘
密
を
覗の
ぞ

き
込こ

み
た
い
と
思

っ
た
り
、
秘
密
を
売
る
人
間
を
恥
知
ら
ず
だ
と
責
め
た
り
す
る
だ
け
だ

っ
た
の
が
、
こ
の
と
き
に
、
そ
の
つ
ら
さ
を
ほ
ん
と
う
に
理
解
で
き
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
自
分
の
母
親
を
「
恥
ず
か
し
い
」
と
し

か
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、「
何
も
知
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
の
だ
」
と

か
「
親
孝こ
う

行こ
う

に
な
る
の
だ
」
な
ど
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
秘
密

を
抱か
か

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
に
共
感
す
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
た
よ

う
で
す
。

問
十　

当
時
の
五
千
円
が
ど
の
く
ら
い
の
価
値
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
母
親
の
秘
密
が
六
千
円
だ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
五
千
円
も

た
い
へ
ん
な
金
額
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
の
態
度
か
ら
、
私
が
ど
う
し

て
も
五
千
円
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
し

て
だ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。「
表
情
を
曇く
も

ら
せ
」
る

の
は
、
暗
い
気
持
ち
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

問
十
一　
「
思
い
の
外
軽
く
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
母
親
の
秘
密
は
重

い
も
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
錯さ
っ

覚か
く

」
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
本
文
に
は
も
う
一
つ
の
「
錯
覚
」
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
母
親
の
人
生
そ
の
も
の
を
握に
ぎ

っ
て
い
る
…
…
」

と
い
う
思
い
こ
み
で
す
。
こ
の
二
つ
の
思
い
こ
み
が
重
な
っ
て
、
秘
密

と
は
人
生
そ
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
重
い
は
ず
だ
と
い
う
錯
覚

を
生
む
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

�　

森も
り

本も
と

哲て
つ

郎ろ
う

の
「
こ
と
ば
へ
の
旅
（
下
）」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

問
二　
「
女
神
ア
テ
ナ
が
彼か

の

女じ
ょ

に
手
芸
の
技
術
を
伝
授
し
」、「
黄
金
の
女

神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
ー
は
乙お
と

女め

の
額
に
、
愛
ら
し
さ
と
、
胸む
ね

の
う
ず
く
よ

う
な
憧あ
こ
が

れ
と
、
焦じ

れ
て
身
も
細
る
よ
う
な
恋こ
い

の
思
い
を
注
ぎ
か
け
」、

「
ヘ
ル
メ
ー
ス
は
彼
女
に
、
犬
の
よ
う
な
無む

恥ち

と
、
偽い
つ
わ

り
を
吹ふ

き
こ
み

ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
パ
ン
ド
ラ
に
は
「
手
芸
の

技
術
」「
愛
ら
し
さ
」「
無
知
と
偽
り
」
が
そ
な
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
わ

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
文
に
は
「
思し

慮り
ょ

深
さ
」
と
い
う
こ
と
ば
は
出

て
き
ま
せ
ん
。
逆
に
「
パ
ン
ド
ラ
は
、
ま
っ
た
く
の
無
思
慮
か
ら
…
…

蓋ふ
た

を
あ
け
、
な
か
の
も
の
を
撒ま

き
散
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
あ
り

ま
す
。「
思
慮
深
さ
」
は
与あ
た

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
わ
か
り
ま
す
。

問
三　

こ
の
部
分
に
つ
づ
い
て
「
そ
れ
を
受
け
と
っ
た
ら
禍わ

ざ
わ

い
が
生
じ
る

2
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か
ら
、
と
言
い
き
か
せ
て
い
た
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
メ
テ
ウ

ス
に
は
、
ゼ
ウ
ス
が
禍
い
を
贈お
く

り
物
に
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
わ
か
っ
て

い
た
の
で
す
。
き
っ
と
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
は
、「
火
を
盗ぬ
す

ま
れ
た
返
礼

と
し
て
、
禍
い
を
贈
っ
て
や
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
ゼ
ウ
ス
の
意
図

が
見
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

問
四　

各
選せ
ん

択た
く

肢し

と
本
文
と
を
く
ら
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ア�　

本
文
の
「
私
は
こ
う
思
い
ま
す
」
に
つ
づ
け
て
、「
ゼ
ウ
ス
は
、

禍
い
の
壺つ
ぼ

を
パ
ン
ド
ラ
に
持
た
せ
て
、
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
の
も
と
へ
や

っ
た
の
で
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
計
算
の
上
で
、『
希
望
』
を
そ
の
な
か

に
入
れ
…
…
こ
う
し
て
、人
間
界
を
つ
く
り
あ
げ
た
に
ち
が
い
な
い
」

と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
筆
者
は
人
間
に
「
希
望
」
が
と

ど
け
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。「
ア
」
は
筆
者
の
考
え
に

合
っ
て
い
ま
す
。

　

イ�　
「
ア
」
で
解
説
し
た
よ
う
に
、「
希
望
」
は
人
間
に
と
ど
い
て
い

ま
す
。「
イ
」
は
筆
者
の
考
え
に
は
合
い
ま
せ
ん
。

　

ウ�　

本
文
に
「
ゼ
ウ
ス
は
、
禍
い
の
壺
を
パ
ン
ド
ラ
に
持
た
せ
て
、
エ

ピ
メ
テ
ウ
ス
の
も
と
へ
や
っ
た
の
で
す
が
、ち
ゃ
ん
と
計
算
の
上
で
、

『
希
望
』
を
そ
の
な
か
に
入
れ
…
…
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、「
ウ
」

の
「
ぐ
う
ぜ
ん
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
…
…
」
は
筆
者
の
考
え
に
は
合
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

エ�　

ゼ
ウ
ス
は
、
人
間
が
「
絶
望
の
す
え
死
に
絶
え
て
」
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
、「
希
望
」
を
人
間
に
贈
っ
て
い
ま
す
。「
エ
」
は
筆
者
の
考

え
に
合
っ
て
い
ま
す
。

　

オ�　

ゼ
ウ
ス
は
人
間
が
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
「
希
望
」
を
贈
っ
た
の

だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
希
望
」
は
禍
い
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
オ
」
は
筆
者
の
考
え
に
は
合
っ
て
い
ま

せ
ん
。

問
五　
「
撒
き
散
ら
す
」
と
い
う
こ
と
ば
に
着
目
す
る
と
、
本
文
の
「
も

し
禍
い
だ
け
を
人
間
の
世
界
に
撒
き
散
ら
す
だ
け
だ
っ
た
ら
…
…
」
と

い
う
こ
と
ば
が
見
つ
か
り
ま
す
。
外
に
撒
き
散
ら
す
と
は
、
人
間
の
世

界
に
撒
き
散
ら
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

問
六　

直
前
に
「『
希
望
』
も
禍
い
の
ひ
と
つ
」「
あ
て
の
な
い
希
望
…
…

み
じ
め
な
こ
と
」「
希
望
と
は
、
お
よ
そ
当
て
に
な
ら
な
い
も
の
」
な

ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
そ
れ
」
つ
ま
り
「
希
望
」
は
最
も
ひ
ど
い
禍

い
」
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
七　
「
途と

方ほ
う

に
く
れ
る
」
と
い
い
ま
す
。

問
八　

ま
ず
「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
間
の
運
命
は
『
壺
』
の
な
か
に
秘

め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
」
と
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
そ
の
「
人
間
の
運
命
」
が
入
っ
て
い
る
「
壺
」
を
人
間
が
せ
っ
せ
と

つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
人
間
の
運
命
は
「
禍
い
」
と
「
幸

い
」
と
か
ら
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
人
間
の
運
命
が
入
っ
て
い
る
壺
を

つ
く
る
人
間
は
、「
自
分
の
手
で
『
禍
い
』
と
『
幸
い
』
を
つ
く
り
だ

し
た
」
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
壺
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
で
運
命
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
運
命
を
き
り

ひ
ら
い
て
」
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、「
ア
」
が
合
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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